
異常時コミュニケーション訓練手法
（Training Method of Communication in Emergencies）

【概要】
災害や故障などの発生による異常時場面では、時間的重圧や情報
が輻輳する中で、円滑かつ正確にコミュニケーションを行う必要があり
ます。そこで、異常時でのコミュニケーションにおいて注意すべき項目
を「コミュニケーション技術の留意点」としてまとめ、これを活用する訓
練手法を開発しました。

【特徴】
• 「コミュニケーション技術の留意点」は、異常時の情報伝達場面で留
意すべき項目をリスト化したもので、45項目からなります。

• 「異常時コミュニケーション訓練手法」は、異常時の状況を模擬した
シナリオ体験（ロールプレイ）と体験後の振り返りからなる訓練です。

【用途】
• 「コミュニケーション技術の留意点」は、日常の会話についての
チェックリストとして活用できます。また、コミュニケーションスキルに
対する意識を訓練前に高めておくことで、振り返りでの気づきを促
進し、議論を活性化させることができます。

• 「異常時コミュニケーション訓練」は、現場からの指令への報告、指
令室内の伝達場面など、使用するシナリオにより、様々な伝達場面
を模擬できます。

コミュニケ―ション技術の留意点のチェックリスト（一部抜粋）



異常時コミュニケーション訓練手法の
実施手順

【実施例】

鉄道事業者で活用されています。

担当 人間科学研究部（安全性解析）

訓練実施の様子

訓練によって、重要度の認識が向上するとともに、訓練後のふだんの業務での実行
程度も上がっており、訓練による効果を確認できました。

モニター調査による訓練効果の検証結果
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